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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第55期

第３四半期
連結累計期間

第56期
第３四半期
連結累計期間

第55期

会計期間
自　2019年４月１日
至　2019年12月31日

自　2020年４月１日
至　2020年12月31日

自　2019年４月１日
至　2020年３月31日

売上高 (千円) 13,990,541 12,475,163 16,716,106

経常利益 (千円) 1,339,848 1,160,137 944,365

親会社株主に帰属する
四半期（当期）純利益

(千円) 950,504 804,694 665,103

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 994,815 868,446 530,779

純資産額 (千円) 12,554,990 12,804,137 12,090,933

総資産額 (千円) 19,493,613 19,169,590 19,080,425

１株当たり四半期（当期）純利益金額 (円) 134.74 114.07 94.28

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) － － －

自己資本比率 (％) 64.4 66.8 63.4
 

　

回次
第55期

第３四半期
連結会計期間

第56期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 2019年10月１日
至 2019年12月31日

自 2020年10月１日
至 2020年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 92.01 82.74
 

 (注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載

しておりません。

２  売上高には、消費税等は含まれておりません。

３ 潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

　　ません。

 

 

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事業の内容に

重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

 

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

 　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

（１）財政状態及び経営成績の状況

 当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウィルス感染症の拡大により社会・経済活動が大

幅に制限される事態となりました。緊急事態宣言の解除後は一部に持ち直しの動きが見られるようになりました

が、断続的に感染の再拡大が発生し依然として収束の見通しは立っておらず、経済活動の停滞は多方面で継続して

おります。世界経済においても新型コロナウイルス感染症の影響は大きく、感染の再拡大による経済の下振れリス

クの高まりにより先行きには不透明感があり、当社グループを取り巻く経営環境は厳しい状況で推移しました。

　このような状況下にあって、当社グループは引き続き、新製品の市場導入強化、新技術・新発想による安全・安

心なモノづくり、新興国市場への積極的な展開による輸出の増加、新規チャネル・新規顧客の開拓、新ビジネスモ

デルへの取り組みなどに努めてまいりました。

　この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は車関連事業、アウトドア・レジャー・スポーツ関連事業ともに

減収となり12,475,163千円(前年同四半期比10.8％減)となりました。損益面につきましては、原価率の改善並びに

販売費及び一般管理費の減少がありましたが、減収による粗利の減少により1,191,708千円の営業利益(前年同四半

期比4.7％減)となりました。また、営業外損益では為替差益の減少などにより経常利益は1,160,137千円(前年同四

半期比13.4％減）となりました。特別損失に固定資産除却損を29,132千円計上し、親会社株主に帰属する四半期純

利益は804,694千円(前年同四半期比15.3％減)となりました。

 

当社グループの事業は、冬季製品（スキーキャリア・タイヤ滑止等）の占める割合が高いため、連結会計年度の

第３四半期の売上高及び営業費用の割合が著しく高くなる傾向があり、また、冬季の降雪量の多寡により業績に影

響を受けることがあります。

 

セグメントの業績は次のとおりであります。

①車関連事業

車関連事業につきましては、ウイルス除去効果のある「Ｄr.ＤＥＯ」シリーズの除菌消臭剤が属するケミカル

類部門は増収となりましたが、車用品、運搬架台・タイヤ滑止、電子・電気機器部門におきましては減収とな

り、売上高は11,538,705千円(前年同四半期比10.1％減)となりました。損益面につきましては、原価率の改善並

びに販売費及び一般管理費の減少がありましたが、減収による粗利の減少により1,891,895千円の営業利益(前年

同四半期比12.3％減)となりました。

②アウトドア・レジャー・スポーツ関連事業

アウトドア・レジャー・スポーツ関連事業につきましては、自転車関連商品は増収となりましたが、スノー

ボード関連製品は減収となり、売上高は936,458千円(前年同四半期比19.0％減)となりました。損益面につきまし

ては、営業利益62,571千円(前年同四半期比8.6％減)となりました。
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　　財政状態は次のとおりであります。

（資産）

流動資産は、前連結会計年度末に比べ102,095千円増加の16,053,839千円となりました。この主な要因は、現金

及び預金は1,489,634千円、製品は426,392千円減少しましたが、受取手形及び売掛金は1,948,040千円増加したこ

となどによるものであります。

　固定資産は、前連結会計年度末に比べ12,929千円減少の3,115,751千円となりました。この主な要因は、投資有

価証券が155,478千円増加しましたが、有形固定資産は74,405千円、投資その他の資産のその他が96,106千円減少

したことなどによるものであります。

　この結果、総資産は、前連結会計年度末に比べ89,165千円増加の19,169,590千円となりました。

 

（負債）

流動負債は、前連結会計年度末に比べ416,955千円減少の3,821,944千円となりました。この主な要因は、支払

手形及び買掛金が187,941千円、賞与引当金が176,830千円減少したことなどによるものであります。

　固定負債は、前連結会計年度末に比べ207,083千円減少の2,543,508千円となりました。この主な要因は、社債

が210,000千円減少したことなどによるものであります。

　この結果、負債合計は前連結会計年度末に比べ624,038千円減少の6,365,453千円となりました。

　なお、有利子負債残高は340,000千円減少の1,310,000千円となりました。

 

（純資産）

純資産は、前連結会計年度末に比べ713,204千円増加の12,804,137千円となりました。この主な要因は、利益剰

余金が649,503千円、その他有価証券評価差額金が98,618千円増加したことなどによるものです。

 

（２）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新

たに生じた課題はありません。

 

（３）研究開発活動

当第３四半期連結累計期間の研究開発費の総額は1,351,261千円であります。

なお、当第３四半期連結累計期間において当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

３ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 19,933,400

計 19,933,400
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(2020年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(2021年2月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 7,928,885 7,928,885
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数は
 100株であります。

計 7,928,885 7,928,885 ― ―

 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

 該当事項はありません。

 
 

② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

     該当事項はありません。

 

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金
増減額
(千円)

資本金
残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

2020年12月31日 ― 7,928,885 ― 1,637,706 ― 2,422,246
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(5) 【大株主の状況】

 当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

                                                                        2020年12月31日現在    

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）

普通株式 874,700
 

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 7,049,600
 

70,496 ―

単元未満株式 普通株式 4,585
 

― 単元（100株）未満の株式

発行済株式総数 7,928,885 ― ―

総株主の議決権 ― 70,496 ―
 

(注)　１　単元未満株式には、自己保有の単元未満株式が83株含まれております。

２ 当第３四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

　　記載することができないことから、直前の基準日(2020年９月30日)に基づく株主名簿による記載をして

　　おります。

 

② 【自己株式等】

2020年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数(株)

他人名義所有
株式数(株)

所有株式数の
合計(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数の
割合(％)

　 （自己保有株式）
　株式会社カーメイト

東京都豊島区長崎
五丁目33番11号

874,700 － 874,700 11.03

計 ― 874,700 － 874,700 11.03

 

 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(2020年10月１日から2020年

12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(2020年４月１日から2020年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表につ

いて、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2020年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2020年12月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 9,738,171 8,248,537

  受取手形及び売掛金 1,947,008 ※1  3,895,048

  製品 2,975,814 2,549,421

  仕掛品 577,308 604,463

  原材料及び貯蔵品 425,836 563,061

  その他 288,905 204,681

  貸倒引当金 △1,301 △11,374

  流動資産合計 15,951,744 16,053,839

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 252,216 239,914

   機械装置及び運搬具（純額） 92,017 114,399

   工具、器具及び備品（純額） 225,989 146,298

   土地 480,808 480,808

   使用権資産 6,275 3,816

   建設仮勘定 2,336 －

   有形固定資産合計 1,059,643 985,238

  無形固定資産 154,630 156,733

  投資その他の資産   

   投資有価証券 1,156,261 1,311,740

   その他 758,144 662,038

   投資その他の資産合計 1,914,406 1,973,778

  固定資産合計 3,128,680 3,115,751

 資産合計 19,080,425 19,169,590
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2020年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2020年12月31日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 2,297,797 2,109,855

  1年内償還予定の社債 460,000 330,000

  未払法人税等 125,793 195,178

  賞与引当金 318,020 141,190

  返品調整引当金 155,300 282,700

  製品保証引当金 22,160 12,054

  その他 859,828 750,966

  流動負債合計 4,238,899 3,821,944

 固定負債   

  社債 1,190,000 980,000

  退職給付に係る負債 781,972 773,468

  役員退職慰労引当金 614,370 629,912

  その他 164,248 160,127

  固定負債合計 2,750,592 2,543,508

 負債合計 6,989,491 6,365,453

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,637,706 1,637,706

  資本剰余金 2,422,246 2,422,246

  利益剰余金 8,176,816 8,826,320

  自己株式 △764,199 △764,250

  株主資本合計 11,472,569 12,122,022

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 519,168 617,787

  土地再評価差額金 △196,050 △196,050

  為替換算調整勘定 295,246 260,379

  その他の包括利益累計額合計 618,363 682,115

 純資産合計 12,090,933 12,804,137

負債純資産合計 19,080,425 19,169,590
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年12月31日)

売上高 ※1  13,990,541 ※1  12,475,163

売上原価 ※1  8,439,235 ※1  7,345,700

売上総利益 5,551,306 5,129,463

販売費及び一般管理費 ※1  4,300,745 ※1  3,937,754

営業利益 1,250,561 1,191,708

営業外収益   

 受取利息 26,449 19,953

 受取配当金 35,176 43,695

 為替差益 85,798 －

 その他 18,833 10,855

 営業外収益合計 166,256 74,504

営業外費用   

 支払利息 3,308 2,365

 売上割引 46,321 37,291

 為替差損 － 43,992

 支払手数料 19,964 21,886

 その他 7,375 540

 営業外費用合計 76,970 106,076

経常利益 1,339,848 1,160,137

特別利益   

 固定資産売却益 1,049 219

 特別利益合計 1,049 219

特別損失   

 固定資産除却損 611 29,132

 特別損失合計 611 29,132

税金等調整前四半期純利益 1,340,286 1,131,223

法人税、住民税及び事業税 366,991 316,340

法人税等調整額 22,789 10,188

法人税等合計 389,781 326,528

四半期純利益 950,504 804,694

親会社株主に帰属する四半期純利益 950,504 804,694
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年12月31日)

四半期純利益 950,504 804,694

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 184,341 98,618

 為替換算調整勘定 △140,030 △34,867

 その他の包括利益合計 44,310 63,751

四半期包括利益 994,815 868,446

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 994,815 868,446

 非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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【注記事項】

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

 

当第３四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日　至　2020年12月31日)

（税金費用の計算）

　一部の子会社において、当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に

見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。
 

 

 

（追加情報）

 

  (新型コロナウイルス感染症の影響による会計上の見積りへの影響）

当社グループが四半期連結財務諸表の作成にあたって用いた会計上の見積りの仮定については、前連結会計年度

から重要な変更はないと認識しております。従いまして、固定資産の減損、繰延税金資産の回収可能性などの会計

上の見積り等に及ぼす影響も軽微であると認識しております。
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(四半期連結貸借対照表関係)

 

※１　期末日満期手形

四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。

なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形

が、四半期連結会計期間末残高に含まれております。

 

 
前連結会計年度
(2020年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2020年12月31日)

受取手形 －千円 159,913千円
 

 

 
(四半期連結損益計算書関係)

 

※１　当社グループの事業は、冬季製品（スキーキャリア・タイヤ滑止等）の占める割合が高いため、連結会計年度の

第３四半期の売上高及び営業費用の割合が著しく高くなる傾向があり、また、冬季の降雪量の多寡により業績に影

響を受けることがあります。

 

 
(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

 

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期

連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

 

 前第３四半期連結累計期間 当第３四半期連結累計期間

 (自　2019年４月１日 (自　2020年４月１日

 至　2019年12月31日) 至　2020年12月31日)

減価償却費    348,343千円          231,083千円
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(株主資本等関係)

 

前第３四半期連結累計期間(自　2019年４月１日　至　2019年12月31日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年６月27日
定時株主総会

普通株式 84,650 12 2019年３月31日 2019年６月28日 利益剰余金

2019年10月31日
取締役会

普通株式 70,541 10 2019年９月30日 2019年12月２日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

当第３四半期連結累計期間(自　2020年４月１日　至　2020年12月31日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年６月25日
定時株主総会

普通株式 84,649 12 2020年３月31日 2020年６月26日 利益剰余金

2020年10月30日
取締役会

普通株式 70,541 10 2020年９月30日 2020年12月１日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 2019年４月１日 至 2019年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

   　　     　(単位：千円)

 

報告セグメント

合計

車関連事業
アウトドア・

レジャー・スポーツ
関連事業

売上高    

  外部顧客への売上高 12,834,359 1,156,182 13,990,541

 セグメント間の内部
　売上高又は振替高

－ － －

計 12,834,359 1,156,182 13,990,541

セグメント利益 2,158,107 68,430 2,226,537
 

 

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

(差異調整に関する事項)

 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 2,226,537

全社費用(注) △975,975

四半期連結損益計算書の営業利益 1,250,561
 

(注)  全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。
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Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 2020年４月１日 至 2020年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

   　　     　(単位：千円)

 

報告セグメント

合計

車関連事業
アウトドア・

レジャー・スポーツ
関連事業

売上高    

  外部顧客への売上高 11,538,705 936,458 12,475,163

 セグメント間の内部
　売上高又は振替高

－ － －

計 11,538,705 936,458 12,475,163

セグメント利益 1,891,895 62,571 1,954,466
 

 

 
２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

(差異調整に関する事項)

 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 1,954,466

全社費用(注) △762,757

四半期連結損益計算書の営業利益 1,191,708
 

(注)  全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
 

項目
前第３四半期連結累計期間
(自　2019年４月１日
至　2019年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
至　2020年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額 134.74円 114.07円

　(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額 950,504千円 804,694千円

普通株主に帰属しない金額 －千円 －千円

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益金額

950,504千円 804,694千円

普通株式の期中平均株式数 7,054千株 7,054千株
 

　(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 

 

２ 【その他】

第56期（2020年４月１日から2021年３月31日）中間配当については、2020年10月30日開催の取締役会において、

2020年９月30日の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを決議いたしました。

　　①配当金の総額　　　　　　　　　　　　　　　　　　70,541千円

　　②１株当たりの金額　　　　　　　　　　　　　　　　　10円00銭

　　③支払請求権の効力発生日及び支払開始日　　　　2020年12月１日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

2021年２月12日

株式会社カーメイト

取締役会  御中

　

有限責任 あずさ監査法人

  東京事務所
 

　

指定有限責任社員  
公認会計士 若　　尾　　慎　　一 印

業 務 執 行 社 員  
 

　

指定有限責任社員  
公認会計士 吉　　田　　貴　　富 印

業 務 執 行 社 員  
 

　

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社カーメ

イトの2020年４月１日から2021年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（2020年10月１日から2020年

12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（2020年４月１日から2020年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、

すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社カーメイト及び連結子会社の2020年12月31日現在の財政

状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての

重要な点において認められなかった。

 
監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立

しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠

を入手したと判断している。

 
四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて

継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。
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四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半

期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー

手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施さ

れる年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当

と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められない

かどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書に

おいて四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注

記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められてい

る。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企

業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成

基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結財

務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信

じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監

査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要

な発見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、

並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガー

ドを講じている場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以  上

　
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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